
富山市

未来戦略室

未来共創
とやまシティラボ

プロジェクト



１ 課題認識

２ プロジェクト概要

3 未来共創

４ Sketch Lab

（スケッチラボ）

５ とやま未来共創チーム

６ とやま未来共創会議

1

アジェンダ



１ 課題認識

2



課題認識
地 域 の 構 造 的 問 題 ／ 少 子 高 齢 化
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富山市の年齢３区分人口の推移（将来推計）



課題認識
行 政 の 構 造 的 問 題 ／ 少 子 高 齢 化 に 起 因 す る 財 政 逼 迫 懸 念
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出典：富山市



課題認識
地 域 課 題 の 多 様 化 ・ 複 雑 化
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上位３項目（R2）

意見・要望

①健康・衛生
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課題認識
地 域 課 題 の 多 様 化 ・ 複 雑 化
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出典：富山市
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上位5項目（R2）

①相隣･･･境界、臭い、騒音、除草、嫌がらせ等
②相続・贈与・・・遺産分割、相続放棄、遺言書作成等
③親族・扶養・・・介護、家庭内暴力、うつ病、養育費等
④婚姻・離婚・・・離婚に関すること等
⑤金銭貸借・・・保障、破産、多重債務、個人間賃借等
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課題認識
持 続 可 能 な 地 域 経 営 と は ？ （ 因 果 ル ー プ 図 ）
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作成：富山市未来戦略室（仮説含む）

行政サービス

市民の主体性

－

－

市民の困りごと
（相談・苦情等）

＋

R

自治体財政
の健全性

－



課題認識
持 続 可 能 な 地 域 経 営 と は ？ （ 因 果 ル ー プ 図 ）
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作成：富山市未来戦略室（仮説含む）

行政サービス

市民の主体性

－

－

市民の困りごと
（相談・苦情等）

R

自治体財政
の健全性

－

多様な主体による
地域課題の解決機会

＋

新ビジネス
（地域課題の解決）

地域に対する
若者の関心

労働力人口

－

＋

＋
＋

市民税収 ＋

＋

＋

＋



課題認識
地 域 課 題 ／ 若 者 の 流 出
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31.7%

68.3%

富山大学卒業生 出身地 （R元年度）

富山県内出身者（％）

富山県外出身者（％）

24.5%

7.2%

14.6%

53.7%

富山大学卒業生 出身地別進路 （R元年度）

県内出身・県内就職（％） 県内出身・県外就職（％）

県外出身・県内就職（％） 県外出身・県外就職（％）

出典：卒業・修了者の進路状況（富山大学就職キャリア支援センター）



課題認識
地 域 課 題 ／ 産 業 構 造 の 硬 直 化
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参考：日本政策投資銀行資料

都道府県別新規上場企業数 （2012～2020年）

本社所在地／年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

年間IPO社数 48 58 79 98 86 97 98 95 103

東京 26 32 54 67 55 63 68 65 68

北海道・東北 4 1 2 3 0 3 2 2 3

関東（東京以外） 4 5 5 5 7 8 7 1 5

甲信越 0 1 3 1 0 1 1 2 1

北陸 0 0 1 0 3 2 1 0 2

富山 0 0 0 0 2 0 0 0 0

石川 0 0 1 0 1 1 1 0 1

福井 0 0 0 0 0 1 0 0 1

東海 2 5 2 6 4 8 4 10 4

関西 4 7 7 9 8 9 10 9 16

中国・四国 3 4 2 2 4 2 2 3 2

九州・沖縄 5 3 3 5 5 1 3 3 2



課題認識
地 域 課 題 ／ 産 業 構 造 の 硬 直 化
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主要産業（製造業+卸売業・小売業）の従業者構成比の推移
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課題認識
行 政 経 営 上 の 課 題 ／ 個 人 市 民 税 収 の 確 保

① 市税収入済額構成比
（R元年度）

② 市民税・固定資産税収入済額構成比
（R元年度）

39.3%

11.8%
14.2%

22.1%

12.7%

個人市民税 法人市民税

固定資産税（土地） 固定資産税（家屋）

固定資産税（償却資産）

43.1%

41.2%

15.7%

市民税 固定資産税 その他
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出典：富山市



構成比（％） 構成比（％）

給与を主とする人 169,078 81.7 20,562 85.8 121

営業等を主とする人 7,515 3.6 1,297 5.4 172

農業を主とする人 339 0.2 29 0.1 85

その他 30,079 14.5 2,064 8.6 68

1人当たり

所得割額

（千円）

人員（人） 市民税所得割額（百万円）

構成比（％） 構成比（％）

200万円以下 137,205 66.3 7,423 31.0%

700万円以下 64,396 31.1 11,969 50.0%

700万円を超える額 5,410 2.6 4,559 19.0%

人員（人） 市民税所得割額（百万円）

課題認識
行 政 経 営 上 の 課 題 ／ 産 業 ・ 雇 用 政 策 の 必 要 性

個人市民税課税所得階層別所得割額納税義務者数（R2年度課税状況調）

市民税所得割種別構成比（R2年度課税状況調）
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出典：富山市



課題認識

「行政サービスの担い手」から「プラットフォーマー」へ

産
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ン
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ラ
管
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環
境

教
育

企画調整・財政・行政管理
共通プラットフォーム

（企画調整・財政・地域経営）

垂
直
統
合
モ
デ
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水平分業モデル
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業
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参考：日本の未来 2019-2028 都市再生／地方創生編（日経ＢＰ社）

官が主体的に実施 官民が連携して実施

広域的に連携して実施

【現在】「行政管理」モデル 【10年後】「地域経営」モデル

行 政 経 営 上 の 課 題 ／ 行 政 が 目 指 す 将 来 像
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２ プロジェクト概要
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プロジェクト概要
地 域 課 題 解 決 型 官 民 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 と や ま シ テ ィ ラ ボ 」

市内全域を「ラボ（実験室）」に見立てた、地域課題解決型の官民連携プラットフォーム。

富山市全域＝ラボ（実験室）

未来共創拠点施設

とやま
未来共創
チーム

未来共創
パートナー
（企業・団体）

会員
（個人・法人）

地域課題

地域
（市民・学生）

実証

試行

交流

対話

新たな価値の創造
・地域課題の解決
・新規ビジネスの創出

みらいきょうそう

未来共創
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プロジェクト概要
地 域 課 題 解 決 型 官 民 連 携 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 「 と や ま シ テ ィ ラ ボ 」
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初年度（R2 ）の事業実績

地 域 課 題 解 決 提 案 数 24件

ビ ジ ネ ス プ ラ ン 提 案 数 2４件 （ う ち 事 業 化 ２ 件 、 起 業 1 件 ）

（ う ち 継 続 検 討 ３ 件 ）



プロジェクト概要
事 業 ス キ ー ム
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富山市未来共創アドバイザリーグループ
未来共創に関する富山市への助言機関【産学官】

富山市（未来戦略室）

未来共創パートナー【産学官】

会員企業・団体【産学】

市民・関係人口【民】

未来共創
オープンイノベーション促進・スマートシティ推進・関係人口拡大

とやま未来共創会議
産学官民が対話により将来ビジョンを共有する志民会議

未来共創拠点施設 Sketch Lab
オープンイノベーションのためのビジネス交流拠点施設

未来共創活動

プログラム
セミナー、異業種交流会、ビジコン等のビジネス交流

プロジェクト
事業化を目指した実証実験・社会実験（リビングラボ等）

未来共創に関する助言

事務局機能・負担金

推進

実施

運営

採用

ビジョン・共創手法の導入

機能提供

企画・
リソース・
負担金

会費

参加

協力・地域課題の提示

企画・実施

整備

企画・実施

とやま未来共創チーム
未来共創の実施主体・未来共創拠点施設の運営主体【産官】

参加

連携・連携
企画実施支援

学生研究員
Sketch Labを活用して挑戦したい学生【学】



３ 未来共創
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未来共創
「 未 来 共 創 」 の 定 義

富山市の産学官民が、

立場を越えて対話を重ねることにより、

未来のビジョン（ありたい姿）を共に描き、共有した上で、

ビジョンからのバックキャスティング（未来起点の発想法）で

地域課題を明確化するとともに、

実証・試行を通じて課題解決に取り組み、

新たな価値を創造すること。
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未来共創

21

参考：慶應SDM （ハーバードビジネスレビュー）

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

価
値

参加者の専門分野の多様性

高

低

低 高

重要でない

ブレークスルー

平均

多様なチームの成果の「一部」はイノベーティブ
（ただし、パフォーマンスの平均値は均一な集団に劣る）

「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ 共 創



未来共創

22

「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ 対 話

議 論

対 話

会 話

考え方をぶつけ合いながら、１つの
答えを出す（相手を打ち負かす）

特定のトピックに関して、お互いの
意見の違いを理解し合い、質問に
よって相手の知性を引き出す

楽しむための言葉のやりとり（相手
との関係性づくり）

参考：フューチャーセッションズ社資料



未来共創

評価軸

時間軸

現状

ありたい姿
（理想）

ギャップ
（＝課題）

バックキャスティング

23

成熟社会におけるイノベーション創出には「社会システム」のアッ
プデートが必要。現在・過去から未来を予測する「フォアキャスト」
ではなく、理想の未来像から逆算する「バックキャスト」が有効。

課題＝理想－現状
( ありたい姿 )

「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ バ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ

参考：未来を実装する （著：馬田隆明氏）



未来共創
「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ バ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ

評価軸

時間軸

現状

ありたい姿
（理想）

24

・現状に満足
・危機感がない
・問題が他人事

課題がみつからない
＝理想が描けない

ギャップ
（＝課題）

課題＝理想－現状
( ありたい姿 )

参考：未来を実装する （著：馬田隆明氏）



未来共創
「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ 問 い 立 て （ 課 題 の 明 確 化 ）
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問い立てのねらい①

現状と理想とのギャップを埋める=ジブンゴト化する

問い： 地球温暖化を解決するには？

問い（再定義後）：
どうすれば自分が地球温暖化問題の解決に貢献して
いると感じることができるか？

リフレーミング（再定義）

参考：関西学院大学 冨田欣和氏 資料

ある女子高等学校でのグループワークにて



未来共創
「 未 来 共 創 」 の ア プ ロ ー チ ／ 問 い 立 て （ 課 題 の 明 確 化 ）
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問い立てのねらい②

共感から新たな関係性を生み出す=仲間をつくる

参考：フューチャーセッションズ社資料



未来共創
「 未 来 共 創 」 の テ ー マ

① オープンイノベーションの促進
デジタル社会、グリーン社会を視野に、成熟社会におけるイノベーション創出には社会シス
テムのアップデートが不可欠であるが、行政や企業、個人が単体でそれを実現することは
困難であることから、産学官民が未来のありたい姿（ビジョン）を共に描き、社会や地域の
課題解決に共に取り組む共創によるオープンイノベーションを促進する。

② スマートシティの推進
これからのイノベーションは、多くの場合、デジタルテクノロジー・データの活用が前提と
なるが、いくら良いアイデアでも社会や市民（利用者）のニーズを満たすものでなければ
社会実装には至らないことから、スマートシティを推進し、地域や市民と共に実証・試行に
取り組む機会を提供することでイノベーションの実装を図る。

③ 関係人口の拡大
イノベーション創出には市域に捉われず積極的に外部からノウハウやネットワークを調達
する必要があるが、本市はコンパクトシティ先進市（＝課題先進市）、センサーネットワーク
（後述）など「テストベッド」としての強みがあることから、課題解決に関心のある外部企業・
人材を関係人口として積極的に誘致することでイノベーションの創出を図る。
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未来共創
「 未 来 共 創 」 の 推 進 方 針

① デジタルテクノロジー・データの活用
これからのイノベーションは多くが デジタルテクノロジー・データ の活用が前提となる
ことから、社会や地域の課題解決に当たっては、その積極的な活用を図る。

② わかもの・よそものに対する機会提供
これからのイノベーションは社会システムのアップデートが不可欠であり、時代の潮流を
読む高い視座と既成概念に捉われない発想が求められることから、しがらみがなくクリ
エイティブな わかもの や特別なノウハウ・ネットワークを有する よそもの への積極的な
機会提供を図る。

③ チャレンジ（トライアル＆エラー）できる環境づくり
失敗を恐れていてはイノベーションにつながる チャレンジ も生まれにくくなることから、
トライアル＆エラー しやすい空気感を醸成することで、チャレンジしやすい環境づくりに
努める。
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未来共創
テ ス ト ベ ッ ド と し て の 強 み

コンパクトシティ政策における先駆的取組で蓄積したノウハウやエビデンスに加え、居住
人口の９８．９％をカバーするセンサーネットワークを有する“テストベッド（実証環境）”とし
ての本市の強みを生かし、リビングラボ（※）等の実証・試行を通じて、都市的課題の解決
策となるIoTビジネスを創出し、その横展開を目指す。

※リビングラボ･･･生活空間 （Living） を実験室 （Lab） とし、ユーザーや市民を巻き込んだ実証・試行を通じて新サービス・商品の開発へとつなげる
オープンイノベーション手法

実証事業 富山市センサーネットワーク

LPWA（LoRaWAN）

生活空間
（Living）

各種IoTセンサー

アプリ・データ利用システムサービス

LPWA通信

IoTプラットフォーム
データ利活用基盤（FIWARE）

LTE通信

オープン
API

データ
（Data）

100施設にアンテナ設置

居住人口の98.9％をカバー

LPWA:
Low  Power   
Wide  Area

29



４ Sketch Lab（スケッチラボ）
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Sketch Lab （スケッチラボ）
未 来 共 創 拠 点 施 設

施設コンセプト

スケッチ＝下絵・素描に由来。
「若さ」と「まちの未来を描くこと」を意図。

“未来を描ける場所。”
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Sketch Lab （スケッチラボ）
未 来 共 創 拠 点 施 設

テーブルレイアウト

空間レイアウト
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Sketch Lab （スケッチラボ）
未 来 共 創 拠 点 施 設

フリーアドレススペース 集中スペース

動画撮影スタジオ 情報交換ウォール
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Sketch Lab （スケッチラボ）
会 員 サ ー ビ ス

34

開 館 時 間 平 日 ： 1 2 : 0 0 - 2 0 : 4 5 土 曜 ： 1 2 : 0 0 - 1 8 : 0 0 ※ 日 曜 ・ 祝 日 ・ C i C ビ ル 休 館 日 は 休 館



Sketch Lab （スケッチラボ）
学 生 研 究 員

2021年度 第1期生（継続6名）・第2期生（3４名） 計40名

富山大学 21名 富山県立大学 5名
富山国際大学 1名 順天堂大学 1名 慶応大学 1名
高校生 11名
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Sketch Lab （スケッチラボ）
会 員 登 録 数 ※ 2 0 2 1 年 １ 2 月 末 現 在

① 個人一般会員
② 個人アクティブ会員
③ 法人一般会員
④ 法人アクティブ会員
⑤ 学生研究員

79人
5人
２6人
52人
40人

(13法人)
（１2法人）

登録人数 計２０2人
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Sketch Lab （スケッチラボ）
会 員 登 録 状 況 ※ 2 0 2 1 年 １ 2 月 末 現 在

37

67.5％

32.5％

②学生研究員

男性 女性

57.1％

25.0％

17.9％

個人会員数

市内 市外 県外

88.0%

0.0%

12.0％

法人登録数

市内 市外 県外

77.2％

22.8％

①会員（個人・法人）

男性 女性

75.2%

24.8%

③全体数

男性 女性



Sketch Lab （スケッチラボ）
会 員 年 齢 構 成 ※ 2 0 2 1 年 １ 2 月 末 現 在

38

20代以下 35.1％

３０代以下 58.9％

４０代以下 81.2％

５０代以上 18.8％

会 員 及 び 学 生 研 究 員 （ 2 0 2 名 ）7.4%

27.7%

23.8%

22.3%

17.8%

1.0%

登録者年齢構成（学生研究員含む）

10代 20代 30代 40代 50代 60代



331 

843 

1,442 

1,961 
2,241 

2,577 

3,019 3,284 

3,490 
3,934 

4,312 
4,517 4,590 

4,898 

5,390 

5,780 

20.7 

22.3 

31.5 

23.6 

15.6 

18.7 
17.7 

11.5 
9.4 

17.1 

15.8 

14.6 

18.3 

11.4 

18.9 

15.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（人） （人/日）施設利用者の推移

系列1 系列3

Sketch Lab （スケッチラボ）
利 用 実 績 ※ 2 0 2 1 年 １ 2 月 末 現 在

39

累計 1日平均



Sketch Lab （スケッチラボ）
施 設 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ

起業・スタートアップ
（B2B B2C B2P）

まちづくり・行政
（B2G PPP）

社会問題・地域課題
（ビジネスシーズ・行政目的）

創業支援機関
（メンタリング、スキルセット）

富山市
（実証・試行）

Sketch Lab
（交流・学び・対話）

バックキャスティング

理想の社会・暮らし（ありたい姿）

挑戦 挑戦

グリーン社会
脱炭素、SDGs etc.

デジタル社会
スマートシティ、DX etc.

富山市
コンパクトシティ、新産業創出 etc.

With/Afterコロナ社会
新しい生活様式、密度管理 etc.
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５ とやま未来共創チーム
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とやま未来共創チーム
チ ー ム メ ン バ ー
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とやま未来共創チーム
未 来 共 創 パ ー ト ナ ー

本市が推進する「未来共創」の趣旨に賛同する団体・組織・企業等で、自らのリソース
（企画提案、情報、人材、資金等）を提供し、とやま未来共創チームと連携して未来共創
の実現を目指すパートナー。

※ 未来共創パートナーは、チームに申請した活動内容の
範囲内で「Sketch Lab （スケッチラボ）」 を利用可能。

※ 申請した活動の範囲外で 「Sketch Lab」 を利用する
場合、未来共創パートナーであっても会員登録が必要。
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とやま未来共創チーム
運 営 ス キ ー ム

負担金

負担金

富山市

Sketch Lab
会員

（企業・団体）

会費

未来共創
パートナー
（企業・団体）

Sketch Lab
維持管理費

・スタッフ人件費
・光熱費
・システム使用料
・その他

未来共創活動
（共催）

・プログラム
・プロジェクト

未来共創活動
（主催）

・プログラム
・プロジェクト

＜収入＞ ＜支出＞

繰越不可

繰越可
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とやま未来共創チーム
未 来 共 創 活 動 ／ プ ロ グ ラ ム
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とやま未来共創チーム
未 来 共 創 活 動 ／ プ ロ グ ラ ム
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とやま未来共創チーム
未 来 共 創 活 動 ／ プ ロ グ ラ ム

47

シリコンバレーバーチャルオフィス

スケッチミートアップ スケッチリレートーク

学ぶビジネス交流会 with DBJ



データサイエンス基礎講座

カターレ富山ラボ “カタラボ”

システムデザイン講座

SDGsラボ

とやま未来共創チーム
未 来 共 創 活 動 ／ プ ロ グ ラ ム
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とやま未来共創チーム
プ ロ グ ラ ム ／ ス ケ ッ チ オ ー デ シ ョ ン

49

とやま未来共創チーム、富山経済同友会、富山ニュービジネス協議会の3者が連携し、
起業一歩手前の “原石” のような若手人材の発掘を目的として開催。



とやま未来共創チーム
プ ロ グ ラ ム ／ ス マ シ テ ラ ボ （ ア イ デ ア ソ ン ・ ハ ッ カ ソ ン ）

50

ハッカソン（R3.1.23，24）

アイデアソン（R2.12.13）



とやま未来共創チーム
プ ロ グ ラ ム 設 計
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とやま未来共創チーム
プ ロ ジ ェ ク ト ／ イ ノ ベ ー シ ョ ン ス ペ ー ス デ イ （ イ ノ ス ペ ）
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６ とやま未来共創会議

53



とやま未来共創会議
市 民 参 加 型 共 創 プ ロ グ ラ ム

54

参加者数

令和2年度 35人
令和３年度 ３０人

「未来共創」を推進するための市民参加型共創
プログラム。

富山市が市民および市内勤務者を対象に、参
加者を一般公募。フューチャーセッション（※）
の手法を採用し、市民等が対話を通じて「社
会」や「暮らし」のありたい姿を描くとともに、
共感を拡げることで支持者（仲間）を増やし、
地域課題の解決に向けて自ら行動するための
機会を提供する。

※フューチャーセッション
未来の新しい仲間を招き入れ、創造的な対話を通して、未来に向けて
の「新たな関係性」と「新たなアイデア」を生み出し、新しく集った仲間
同士が「協力して行動できる」状況を生み出すための場 （経済産業省）



とやま未来共創会議
2 0 2 0 年 度 の 様 子
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とやま未来共創会議
2 0 2 0 年 度 の 様 子
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とやま未来共創会議
2 0 2 0 年 度 の 様 子
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とやま未来共創会議
シ ー ン ス ケ ッ チ

58

理想のありたい姿を「絵」で表現することで、現
状とのギャップを明らかにし、課題を具体化す
るフューチャーセッションの技法の一つ。絵にす
ることで文字よりも情報量を増やし、可視化す
ることで他のメンバーと認識をそろえやすくす
る効果がある。



とやま未来共創会議
と や ま 未 来 共 創 ビ ジ ョ ン １ ． ０
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とやま未来共創会議
共 創 手 法 の S k e t c h L a b へ の 導 入

60

とやま未来共創会議で使用している様々なフューチャーセッションの技法をSketch 
Labの各プログラムにも導入することで、さらなる未来共創の推進へ。

フ ュ ー チ ャ ー セ ッ シ ョ ン の 技 法 カターレ富山ラボ “カタラボ”

シーンスケッチを採用



61

早く行きたければ、ひとりで。
遠くまで行きたければ、みんなで。

If you want to go fast, go alone.
If you want to go far, go together.

～ 未来共創の推進 ～


